
 

 

石狩 FC ﾚｯﾄﾞ、南月寒ｻｯｶｰ少年団、LIV 

football club、FC DENOVA(A)、AGGRE U-12 、

篠路 FC、SSS 札幌ｻｯｶｰｽｸｰﾙ(A) 

全道大会進出おめでとう！！ 

札幌で開催される全道大会の札幌地区代表を目指

して７ブロックに分かれて各会場で熱戦を繰り広げ

ました。結果、上記７チームが全道大会に進出する

ことになりました。 

選手にとっては動きやすい気温の中で両チームと

もに試合前のアップから緊張感がとても伝わってく

る。キックオフは石狩 FCレッド、開始早々の石狩１

１番のシュートは枠をかすめる。序盤は石狩が前線

からＤＥＮＯＶＡホワイトを追い込んでいく。徐々

に石狩が押しこむ展開が多くなる中、前半４分に石

狩２番が先制点を奪取。その後もＤＥＮＯＶＡはな

かなか石狩のパスワークを捕まえられないまま、前

半７分に石狩８番の右足から放たれたシュートはゴ

ール左隅へ。順調にスコアを積み重ねて行く。

 

前半１２分にゴールから少し離れた位置からのフ

リーキックを得たＤＥＮＯＶＡ、直接狙うも枠の上

を通過する。そのまま石狩ペースは続き２－０で前

半が終了。 

後半も開始早々から石狩が２分に１３番がドリブ

ルで仕掛けペナルティエリア内に侵入し、そのまま

冷静にゴール右に流し込んだ。それでも絶対に諦め

ない姿勢を崩さないＤＥＮＯＶＡの選手たち。球際

でもしっかりと身体を寄せて好きなようにはさせな

い。後半５分には高い位置でボールを奪うシーンも

見られ、その結果少しずつＤＥＮＯＶＡがボールを

持つ時間が増えてくる。しかし、残り時間が少なく

なるにつれ選手の疲労が見え、また石狩のペースに

なる。後半１０分に石狩のパス交換からペナルティ

エリア内で受けた１１番のシュートはバーをかすめ

た。石狩の攻勢は続き、終了間際に、石狩２番のゴ

ールが決まりダメ押し。間もなく試合終了のホイッ

スルが鳴り響き石狩FCレッドが４－０で勝利し全道

Ａブロック代表決定戦 
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大会進出を決めた。 

０－４というスコアではあったが、どちらのチー

ムもフェアにそしてハードにチャレンジしていく、

とても良い試合であった。

 

１２：４５、コンサドーレ会場最後の代表決定戦

が始まった。 

開始から互いに相手の良さを消しながらの展開。

球際の攻防が激しく、拮抗した試合の入りとなり、

お互いになかなか形がつくれない展開となったＢブ

ロック代表決定戦。 

前半３分に南月寒が相手ペナルティエリア前フリ

ーキックのチャンス、７番がシュートするもゴール

上へ外れる。１１分には常盤１０番がこぼれたボー

ルに抜け出しペナルティエリア左からシュートも右

ポスト横に流れ外れて行く。そのまま互いにチャン

スを作れず前半を終了。 

後半のファーストシュートは南月寒。そこからコ

ーナーとチャンスを多くつくるが決定的な場面まで

作れない。６分、常盤キーパーから１０番へ、パス

を受けた１０番がハーフウェーラインからドリブル

をスタートしペナルティエリアへ進入しシュートす

るも外れる。その直後に南月寒がチャンスを迎え、

８番の落したボールを７番がロングシュート。入っ

たと思われたシュートは惜しくもゴール外右側のサ

イドネットに外れる。そして迎えた１３分。同じよ

うな形で南月寒７番がロングシュート。先ほどのシ

ュートから微調整されたシュートはゴールに吸い込

まれた。南月寒が先制点を良い時間帯で獲得し、そ

のまま試合は終了。南月寒が準決勝・決勝と集中力

の高い試合をみせ全道大会への切符を手に入れた。 

Ｃブロック代表決定戦 

8 月 24 日(土)コンサドーレグラウンド(A) 

LIV football club 上江別 Jr.FC 

1 

１－０ 

０－１ 

０延長０ 

４PK３ 

1 

厚別区を代表する２チームの代表決定戦となった

Ｃブロックは上江別のキックオフで試合が始まった。 

開始直後からＬＩＶが力強い攻撃を始め、４４番

のペナルティエリア左からシュートは上江別キーパ

ーがセーブ。２分にＬＩＶのフリーキックはキーパ

ー正面。ＬＩＶがショートパス、ドリブルと多彩な

攻撃を仕掛ける、対して上江別は１０番を中心にゲ

ームを作り、８分その１０番が自らドリブルでＬＩ

Ｖゴール前に抜け出しシュート。これはゴール左へ

外れる。そして１２分、ＬＩＶが４４番からのラス

トパスをペナルティエリア内で受けた５５番がゴー

ルし、ＬＩＶが先制し、１－０で前半を終了。 

後半はハーフタイムに気合の入った上江別が３分

に１０番がハーフウェーラインからドリブルをスタ

ートしペナルティエリア前で９番とワンツー。抜け

出すとフリーでシュートを放ちＬＩＶゴールに突き

刺し同点となる。その後も両チーム攻め続けクロス

バー上、ポスト横など、惜しいシュートを見せるが、

１－１で後半終了となり、延長戦に突入となる。 

延長戦では短い時間でなかなか攻め切れない中で

ＬＩＶがサイドバックのオーバーラップからチャン

スをつくるも得点に繋がらず延長を終了しＰＫ戦へ。 

ＰＫ戦の先行は上江別、互いに３人目まで決め、

上江別４人目がゴール右に外す、ＬＩＶ４人目が最

後に決め、ＬＩＶが札幌代表を決めた。互いにチー

ムの特徴の良さを出し合った試合となった。 

Ｂブロック代表決定戦 

8 月 24日(土)コンサドーレグラウンド(A) 

札幌常盤 南月寒 

０ 

０－０ 

０－１ 
1 



コンサドーレのキックオフで試合が始まった。コ

ンサドーレはＤＦからパスをつなぎ好機をうかがう

一方、ＤＥＮＯＶＡは早いプレスからボールを奪う

構図となった。立ち上がりの１分、DENOVAＭＦ１

０番が中盤でボールをキープしてＦＷ１１番とのパ

ス交換からＤＦ裏に抜け出し、冷静にゴールに流し

込み先制点を奪った。次第にコンサドーレの丁寧な

パスが好機を作り、５分には中盤に奪ったボールが

右サイドに開いていたＦＷ９番につながり、ペナル

ティエリアに入ったところで、左足でシュートをは

なちゴール左隅に決め同点に追いついた。しかしそ

の後はＤＥＮＯＶＡのプレスがきき、１１分にも９

番がパスカットからＤＦをかわして得点を奪って逆

転。そのまま前半が終了した。 

後半も同様の流れとなり、コンサドーレはＤＦか

ら左右へ振り前線へとつないでボールを回し、ＤＥ

ＮＯＶＡはプレスからの速攻という形が続いた。後

半開始直後の１分には、ルーズボールを拾ったＤＥ

ＮＯＶＡ１１番が素早くシュートを打ち、だめ押し

の追加点となる３点目を取り、突き放した。コンサ

ドーレは、丁寧にボールをつなぎ好機をつくろうと

するも、早くて強いＤＥＮＯＶＡのプレスに耐えき

れずボールを失う場面が多く見られ、結果として、

終始優勢だったＤＥＮＯＶＡが全道への切符を得た。 

Ｅブロック代表決定戦 

8月 2４日(日) SSSグラウンド(B) 

ﾍﾞｱﾌｯﾄ北海道ﾚｯﾄﾞ ＡＧＧＲＥ U-12 

1 
１－３ 

０－２ 
５ 

試合開始早々ＡＧＧＲＥがベアフットの背後を積

極的にとり、ベアフット陣内での攻撃が続け、その

流れの中で１９番のシュートで先制点を奪った。 

その後もベアフットが耐える時間が続き、ＡＧＧＲ

Ｅは前線からのディフェンスで、ベアフットのボー

ルがなかなか前へ繋がらない。その中でベアフット

が中盤でＡＧＧＲＥのパスミスを奪ってミドルシュ

ートを決め同点に追いつく。 

しかし、直後のＡＧＧＲＥのキックオフ後の６番

のロングシュートをベアフットのキーパーのファン

ブル。ＡＧＧＲＥが２点目奪う。さらに前半の終盤

にはＡＧＧＲＥ １８番がドリブルで中央突破し追

加点を奪い前半は３－１で終了する。 

 後半開始直後にＡＧＧＲＥコーナーキックからの

ボールがオウンゴールを誘い追加点。ＡＧＧＲＥは

後半も前線からボールを追い、ボールを奪ったら前

線へのランニングを欠かさず運動量が多く、ベアフ

ットはなかなか形を作れない。流れは変わらずＡＧ

ＧＲＥの攻撃時間が長くなり、コーナーからさらに

１１番が追加点。そのまま試合が終了し、５－１で

ＡＧＧＲＥが勝利。全道大会への切符を手に入れた。 

 試合は終始ＡＧＧＲＥが運動量・球際の強さで主

導権を握った試合展開となった。 

Ｄブロック代表決定戦 

8 月 24 日(土)コンサドーレグラウンド(Ｂ) 

ＦＣ DENOVA(A) 北海道ｺﾝｻﾄﾞｰﾚ札幌(A) 

３ 

２－１ 

１－０ 
1 



 Fブロック代表決定戦 

8月 2４日(日) コンサドーレグラウンド(B) 

sabioFC 札幌 篠路ＦＣ 

０ 

０－２ 

０－１ 
３ 

sabioFC札幌のキックオフで試合が始まり、序盤

は互いの出方をうかがう静かな立ち上がりとなった。

次第に篠路 FC１０番が中盤でボールをキープしてか

ら優勢となり、２分には１０番がＤＦの前で巧みフ

ェイントから一瞬の隙を突きＧＫの位置を見てシュ

ートをはなち先制点を奪った。１０番の高いボール

キープ力による得点だった。一方の sabioは懸命に

ボールをつなごうとするも、前線では篠路のディフ

ェンスに阻まれ好機をつくれない。６分に篠路は、

パスカットでボールを奪った右ＭＦ９番が右に流れ

ながらＤＦをフェイントでかわして抜け出し、追加

点を奪った。sabioは追いつこうと、細かいパスや、

長いボールを前線に入れ好機をつくるもそのまま前

半を終えた。                        

後半に入ると、sabioの長短のパスがつながり前線

へ供給できるようになるが、篠路が懸命なディフェ

ンスにはね返すという時間が続いた。このような中、

後半８分に篠路が得た左コーナーキックのルーズボ

ールを１０番が巧みに拾い、ＤＦをかわしてシュー

ト。決定的な追加点を奪った。 試合を通じて sabio

はチャンスをつくり、シュートを放ったがゴールを

奪えなかった。篠路は高い得点能力を有する１０番

が序盤で確実にゴールを決めた事が試合を支配する

事となり、篠路 FCがそのまま逃げ切り、安定した試

合運びで全道へ駒を進めた。 

Gブロック代表決定戦 

8月 2４日(日) SSSグラウンド(A) 

リベルタ栄町 SSS札幌ｻｯｶｰｽｸｰﾙ(A ) 

０ 
０－０ 

０－２ 
２ 

リベルタ栄町のキックオフで、前半がスタート。 

開始からＳＳＳは人もボールもよく動き、ゴールに

迫る。これに対し、リベルタ栄町もしっかりと喰ら

いついていく。前半４分、ペナルティエリア内でボ

ールを受けたＳＳＳ １０番の右足からのシュート

はポストを叩く。その後も球際で身体を張ってマイ

ボールにしようとするリベルタ栄町。９分には、Ｓ

ＳＳ １０番がゴール前までドリブルで仕掛けてゴ

ールキーパーと 1 対 1 を作るも阻まれる。さらに、

１０分、１１分と立て続けにシュートまで繋げる攻

撃を見せるＳＳＳ。しかしなかなかリベルタ栄町の

キーパーの壁を超えられない。前半はそのままＳＳ

Ｓペースなもののスコアは動かずに前半終了。 

なかなかゴールが生まれない展開かと思いきや、

後半開始早々にＳＳＳ １０番が右サイドからセン

タリング、そのボールを６番がヘディングでゴール

を決め、早々に大きな先制点を得る。守る時間の多

くなったリベルタ栄町の選手たちも疲労は隠せない

が気持ちを切らずに諦めずにボールを追いかけ続け

る。１１分にピッチほぼ中央の位置からのフリーキ

ックを得たリベルタ栄町がゴール前に送り込むもシ

ュートまでは繋げることはできず。 

後半１４分、ＳＳＳ ６番が右サイドを突破し逆サイ

ドの８番にスルーパス。ペナルティエリア内で受け

た８番がそのまま右足で冷静にゴールに流し込み２

－０。このまま終了を迎え、ＳＳＳが全道大会への

切符を勝ち取った。 


